
1・4ジオキサンの濃縮度試験成績報告書

∠　試験期間　　昭和50年7月．22日～昭和∫0年／0月■4日

2試料名　／・4ジオキサン（試料姦K一！！0）

　　　分子式　　04恥0！

　　　樗造式　　　G恥一eE2
　　　　　　　　　／　　　＼
　　　　　　　　　0　　　　　　　　　0
　　　　　　　　　＼　　　／
　　　　　　　　　　OH！一GH2

3　試験方法及び条件

　　　環保業第ナ号・
　　薬発第6／房1鱒の体内に測る化学纐の濃鞭試験による
　　　艦局第392号ノ

　3／　試験装置及び磯路

　　　　水系環境調節装置　　流水式

　　　　ガスクロマトグラフ　検出器FエD

3・・2　試験条件

32／　TI」m試験

　　　（a）試験魚

　　　　　　ヒメダカ平均体重022g　塩化第二水銀髄…合格魚※

　　　　　　※田端健二　用水と廃水∠三，　／297～／303（ノ97・Z）

　　　㈲　分散剤

　　　　　　使用せず

　　　＠　試験温度

　　　　　　2∫±：2℃

　　　（d）結　　果

　　　　　　48　T　L　m値　　　　／0∫00　ppm

32．．2

　　色）

（b）

〔c）

濃縮度試験

試験魚

　コィ，平均体重　約35g

　　　　平均体長　約／Ocm

試験温度

　．25士2℃

試験濃度

　設定値

　　¢8TLm値　／0500p即であるだめこれの

　　　／
　／。。。。を第！濃駆及び第2濃度区とした・

　　　　　　　　　　　　　　　　／　　第／濃度区　！0500PIln×　　　一≠／Oprm
　　　　　　　　　　　　　　　／000

　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　第2濃度区　！OJOOppm×　　　　≠　1ppm
　　　　　　　　　　　　　　／0000

　実測値

表一／　濃縮倍率を求めるための平均濃度（ppm）
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32・3　分析試料の前処理

　　　　　　圏
　　　　　　　　i
　　　　　　　　・体長・体重測定
　　　　　　　　■　　　　　　　　『　　　　　　　　・細片

　　　　　　　　←海砂／09

　　　　　　　　・すりつぶし

　　　　　　　　←水∫Om■

　　　　　　　　●蒸留（主0戯で）．

幽　　　　　　　　　　1留出澗
　　　　　　　　　　　　　　一一“　　　　　　　　　　　　　※
　※　ダウエックス∫OW（強　　　・クリーンアップ（イオン交換樹脂を通す）

　　酸性）とダウエックス1

黛鍵糾灘1難糟
塒　幽〕

3．Z4　分析条件

　　　ガスクロマトグラ7（（｝0）検出器FID

　　　　キャリアガス　　騒

　　　　充てん剤　！o％ツインー60

　　　　ガラスカラム　　・2㎜φ×2m

　　　　カラム温度　 80℃

　　　　　　　　（以下次頁に続ぐ）

榮　試験結果

2W『 RW 伊W 6w 付　図 付表

第1濃度区
α6

Oよ

α．2

O2

06
O．5’

o’

O6
1，4．∫

、
3
．
5

第2濃度区

‘λ3

O4

05

O7

07

O6

04

O6 2，4．5 4，5’

よ　そ　の　他

　　　操作上特に問題はなかった。
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